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紅藻タンバノリの体の構造と生殖器官

川端清策*

S. KII.WABATA: The stru巴tureof the frond. and the reproduc-
tive organ of Pa~hymøniop拍 ollipticαYAMII.DII.

(Syn. Gratelo叩旬 elliptwaHOLMES) 

緒言

E. M. HOLMESは 1895年江の島産のー紅様タンパノリに Gratelo切μa
elliμicaという学名を与えたが北大山田教授は 1952年日本植物学会大会に

於いて「タンパノリ及びそれに類似の紅通話のー鮮について」と題する特別措

淡を行い，タジパノリを Grateloupia属に属させるのには無躍があるので之

を新属の Pachymenio"ρ;isに属させたい旨を発表された。 Pachymenioρ'StS
属の属性については本誌 Vo1.2 No. 3 p.67を参照され度い。ネ:径についての

記載は上記の HOLMESの外に遠藤博士 (1913)，岡村博士 (1916，1936)等があ

るが何れも体の外形の記述が主であり内部機造及び生殖器官についての詳し

い記述はなされていない。

筆者は本種の分類学上の位置を明らかにする資料とする為に，山回数佼

指導の下に本種の体の構造とその生殖器官について精査を試みたのでその結

果を縦告する。此処;こ御指導を賜った山田教授に深援なる謝窓を表する。又

後北海道学芸大学岩見沢分校
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川端: 紅首長クンパ/~の体の構造と生殖器官 17 

材料蒐集に協力された吉田啓正氏及び広崎芳次氏外江の島水族i官員の方々に

感謝の意を表する。

1. 材料

1954年より 1957年迄毎年3月から5月のiiij江の島11援越附近及び1957年

4月房州千倉に於いて採集したもの。

2. 観察結果

A. 体の外形

幼体は不規則な君主状で体の目白々中央袋面の無約の盤状線を以って岩石i乙

着生しているが生育に伴ない数集の裂片に分かれる。裂片は基部迄裂けるこ

とは稀で掌状に拡がっているものが多い。成育した体は長さ 25cm内外で裂

片の幅は2乃至10cm通常6cm内外で，厚さは約 1mmである。江の島附

近l室のものは 4月頃の個体では体の前年度の部分は可なり厚く暗紅色を呈し

新薬は鮮紅色!ltいはやや黄l床を祁びている。裂片の先端は円1床を呈し尖って

いることも少なくない@

B. 体の内部構造
体の内部構造は同一個#t乙於いてもその芯い部分と老・成した部分では著

しくwなり全く別極の感を抱かしめるものがある。老成した体に於いては皮
;習は誌だj寧く 20胤内外あり，外皮j習は 10層内外，中皮j醤及び内皮j蛍は夫々

4J19内外あり，外皮胞の細胞は概ね長惰円形でその細胞列は表面に直角に並

び，数回又状に分岐するが細胞列聞の横の迷絡はない。中皮層細胞は外皮脳

細胞より追かに大形で所々に横の述絡がある。内皮j面細胞は不規則な球形乃

至星形で縦横に辿絡し内部の紛l胞は髄糸に迎絡している。髄糸の細胞は長さ

50μ内外径10μ内外のものが多く l時に甚しく膨れているものもあり，所々で

不規則に分自主し，可なり密に結合しているが， 14:い体の髄糸の結合は緩やか
で老成部と越しく機子が54なる (Fig.1， 2). l'地部は成梨県した体では峨断耐の

2 分の 1 以ょを I~í めるが若い体では 3 分の 2 以上を占めるのが普通である。

c. 四分胞子誕

四分胞子誕は，t，))( J話下部の出111胞の校として形成され，普通十字様に分裂
するが稀にE液状に分裂するものがある (Fig.3，4).四分胞子裂は体の両面に

一様に昔支配するが肉眼では見分け維い。稀には泌果を有する体で凹分胞子泌

を生じているものが観揺をされた。
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18 説書自第6巻第1号昭和38年5月

2 

1. 休の若い部分の横断面 x.250 

2. 体の老成部の横断面 X街。

3. 十字様It:分裂する四分胞子議 x400 

4. 環状に分裂する四分胞子褒 x 400 

6. 中皮厨細胞より分岐した走者い枝叢 x400 

6. カルポゴンを戒する校叢 x 876 
7. 助制胞を蔵する校波 x 375 
8. 述絡糸と述紡し，成l胞糸を分裂し始めたl泊細胞 x 375 
9. J点胞糸を分裂した助細胞 x 375 
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20 部類第6巻第1号 昭和33年5月

" 
10. 霊泉の横断而 x 250. 
11. 褒泉中で発悲した果胞子

A.助細 胞 C.カルポゴン
G.成胞 糸 H. 胎原列調I1J泡

T.受精毛

D. 雌性生勉器官

x 375. 

C.F.連絡糸

S. 支持 細 胞

カノレポゴン及び助細胞を生ずる枝i院は中皮J¥ri細UJYe!から分岐する。その分

れ方は全くアカハダの場合と同様で，中皮j曜の細胞の内容が縦裂して最初。

校叢細胞を生じ之が次第に分裂して校叢を形成する.完成した校殺は，["，1皮Jw
及びl付皮PiSiの制胞に所々に於いて述絡してよ等から炎・分の供給を受けている
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川端: 紅部タンパノりの体の構造と生殖機官 担

ょうで為る a カノレポゴソ之助制胞は別々の校JIl'I"Iに形成される。

カノレポゴ γ校は 1倒の胎原列制胞とカJレポゴシから成り，支持細胞は校

設底部中央の細胞である。受精毛は可なり太く，カノレポゴン間近に於いて太

く膨れているのがif通でらる。助細胞は校叢底部に形成され枝叢細胞よりも
遥かに大形の球形乃至長楕円形細胞で厚い寒天質膜を有し，校叢細胞列間に

介在的に生ずる。助細胞を蔵する校叢の細胞はカノレポゴンの校叢細胞よりや

や大形で且つ丸味を帯びているものが多い (Fig.5， 6，九

E. 謹果の形成とその形状

本研究では受精したカノレポゴ γから述絡系を出している所を観祭するこ

とは出米なかったが助細胞が述絡糸と思われる糸に述絡している所から，イ也

の多くのムカデノ 3科の藻と同様受精したカルポゴンは述絡糸をttlすものと

推断される (Fiι8)。辿絡糸t乙述絡した助細胞は成胞糸を数回分裂してそのJ1d

固に果胞子を生じ仁を形成する。果胞子は大きさに醤しく大小があり大なる

ものは径 30μ 内外，小なるものは 10μ 内外である。成熟した果胞子は厚い

寒天質肢に被われている。果胞子は誕果の中で発芽を始め糸状イ本となってい

るものが勝々観察された。助細胞を囲祝していた枝叢細胞は成熟した誕果で

は細長い糸状細胞となり裂果の下半部に於いて僚かに袈・果を取りまくのみで

環果は直接髄系及び内皮j脅細胞に取固まれていて，特別に之を取囲む被桜系

l主発達していない。選果l主西洋烈形で果孔間近の形状に著・しい特徴がある。

即ち果孔附近に於いて成層細胞列が果孔内部に湾Illlしているため誕果の」二部

が膨らみを示していることである (Fig.9，10， 11)。成熟した袈果でも体の横

断面に於いて髄部中央迄深く地税することはない。選果の存在は肉眼で認め

ることは悶難であるが生時体を透かして見ると見分けることが可能である。

iTの烏附近産のものでは前年の休の部分即ち新築を生じている体の法部にの

み嚢果が形成されているが房州千倉J主の 4n末のものでは賀果の形成lこは到

らないが結い体の殆んど全而にカルポプ γ及び助細胞をI践する校叢が形成さ

れていた。この事から江の島附近のタンパノリは5月以降に袋果の形成が行

われ，従ってま=果の発達:の各段階をil$しく検し得る好材料は夏から秋にかけ

ての体であると推測される。
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22 書量類第6巻第1号昭和38年5月

Summary 

L This paper Is a record of observation on the stru巴tureof the frond 
and the reproductive organ of Pu，chymeniopsI8 eUiptica YAMADA collected at 
Enoshima in Sagami Province， and Chikura in Awa Province. 
2. The anatomical structure of the frond is as follows. The frond， in 
qevelopEd stage， is about 1 mm thick. The cortica1 layer of an older part is 
about 20 layers thick. The outer cortical laye1' is巴onsistedof about 10 laye1's. 
which a開 composedof tightly packed， small， oblong 01' elongated assimilating 
cells disposed in anticlined rows. No t1'ansver自由connectionis observed among 
the assimilating cells. The middle cortical layer is consisted of more or 1ess 
4 layers which are composed of large， oblong cells having transverse connec-
tion. The innermost cortical layer is consisted of about 4 Iayers， constructed 
of large， 3-5 a rmed， stelIate cells・ Themedullary layer， in the deve10ped stage， 
occupies about one ha1f of thickness of the frond， and isω目白tructedof multi-
ramous filaments， disposed ve1'y densely. The fllamentous cells of medullary 
laye1' are about 50μin length， 10μin diameter usually， sometimes are strongly 
swollen. 

3. The tetraspo1'angia a1'e formed in the middle cortical laye1' as the 
branches of cortical filaments， divided cruciately， sometimes divided zonately， 
scattered on both surfaces of the frond. 

4. The carpogone and the auxiliary cell are developed in the separate 
ampullae. The carpogonial ampullae and auxi1iary ones are developed inter-
mingled in the female frond. Both ampullae originate secondarily in the 
middle cortical cel1s. 

5. 引1ecarpogonial branch is two celled， composed of one carpogone and 
one hypogenous cell. The carpogone ends in a long trichogyne which is some-
what swollen in the part adjacent to the carpogone. The hypogenous cell is 
developed from supporting cell 10巴atedin the main ampullar filament. 

6. The auxiliary巴ellis developed intercalary in the bottom of the 
ampulla， densely protoplasmic， oblong， sometimes attains considerable size， 
covered with thick gelatinous wall. 

7. After connection with connecting自laments.the auxiliary cell cuts off 
a primary gonimoblast-cel1， which then grows successively and splits off many 
gonimoblast-cells. The mature cysto巴arphas no speci自巴 filamentous basket， 
except in the basal portion， but is surrounded with cortical and meduIlary 
filaments directly. 
The carpostoma is furnished with incurved assimilating fil 

-22-



金網: 京都及び近郊の水田産ケイソウ (2) 却

文 献

HOLMES， E. M. (1895): New marine algae from Japan. J. of Lin. Soc. Bot. Vo¥. 
3， p.253. 

遠藤吉三郎 (1911): 海産植物学. p.736. 
岡村金太郎 (1916): 務類名集. p.l09. 
一一一一一 (1936): 日本時証言語誌. p.543. 
山田幸男 (1952): たんぱのり及びそれに類似の紅務の一群について. 第 17四日本
植物学会大会講演要旨.

川鋪消策 (1954): 紅言語フグラタの休の構造と生殖ft!}官に就いて.務類， Vol.2， No.3， 
. p.67. 

京都及び近郊の水田産ケイソウ (2) 
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Y. KANE1"SUNA: Studies on the diatom-flora of the 
paddy-fields of Kyoto and its vicinity (2)州

3. 

京都及びその近郊の水田のケイソヲ相L 筆者が別に研究した京都市内

の池のそれ口とを比較すると Table1のようである。

即ち，京都市内の 7個の池(以後は池と略称Jで8利30属 171穫が認め

られた。今水田と池に於ける1:11現径類数を比較してみるに，水悶においては

各採集箇所において 4-31種，平均15種，池では35-102種，平均66程で

あった(ただし池産の種~i数は各ヂ.節に瓦り，数年間採集したものであるの

に反し，水田建の種類数は 1i育所1回だけの採集によるものであるから，こ
れ等を岡ー視して比較する事は不適当であろうと忠われるが)。

ケイソク相の構成をみるに，水田では Pinnularia，Navicula， Nitzschia 

の諸属が，又池では Navicula，Pinnularia， Gomphonema， Eunotiaの諸属

長京都市立旭丘中学校

掛第5巻第8号仙の英文標庖を上記のように訂正します。

官民 D 京都市内の蛾池・小池・大沢池・広沢池・鏡容池・深泥池・法成就池の7池のケ

イソウを調査したもの(著者未発表論文ル
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